
１．小中学生の推計人口 （境港市人口ビジョン・平成２７年１０月より）

２０１５年 ２０２５年 ２０４０年 ２０６０年

（平成２７） （平成３７） （平成５２） （平成７２）

1,721 1,398 1,025 697

割合（％） 100 81 60 40

899 760 547 391

割合（％） 100 85 61 43

①
・社人研の推計値

②

③

推計比較表

２０２５年 ２０４０年 ２０６０年

（平成３７） （平成５２） （平成７２）

（社人研推計値）パターン１（人） 3,386 2,607 1,787

72 55 38

4,024 3,866 3,229

85 82 68

3,592 3,081 2,507

76 65 53

シミュレーション２（推計人口＋社会減を０とした場合の想定）

２０２０（平成２２）年に対する比率（％）

２０２０（平成２２）年に対する比率（％）

２０２０（平成２２）年に対する比率（％）

シミュレーション１（人）

シミュレーション２（人）

２０２０（平成２２）年：４，７２４人）

　小・中学生の児童・生徒数は、２０１５（平成２７）年と比べ、２０６０（平成７２）年には約４０％にまで減少する
と推計されている。

※シミュレーション１＋２の場合、２０２５年以降減少率は約８７％にとどまる。

小学生人口想定（人）

中学生人口想定（人）

社人研推計値

シミュレーション1（推計人口＋自然動態を上方修正（国の目標値））

パターン１（推計人口）
（２０１３（平成２５）年の合計特殊出生率は１．５５）

２．仮定値による将来人口の推計と分析

・合計特殊出生率が２０２０（平成３２）年に１．８０、２０３０（平成４２）年に２．０７にまで上昇する
と想定（移動率は社人研の推計値）

・社会減がなくなる（転出と転入の差がなくなる）と仮定した想定（合計特殊出生率は社人研の推
計値）

　年少人口（０～１４歳）を推計した結果、パターン１では、２０２０（平成２２）年の年少人口と比較して、２０６０
（平成７２）年では、３８％にまで減少するが、シミュレーション１では６８％に減少し、年少人口に対する効果
が大きくなっている。一方、シミュレーション２では５３％と若干改善しますが、シミュレーション１と比べて効果
は小さくなっている。

※国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の人口の推計と分析

出生率１．５５ 

出生率２．０７ 

社会減 ０ 



２０１０年 ２０２５年 ２０４０年 ２０６０年
（平成２２） （平成３７） （平成５２） （平成７２）

渡小 300 216 165 114
外江小 315 227 173 120
境小 345 248 190 131
上道小 249 179 137 95
余子小 275 198 151 105
中浜小 381 274 210 145
誠道小 102 73 56 39

合計 1967 1416 1082 747
第一中 333 240 183 127
第二中 353 254 194 134
第三中 315 227 173 120

合計 1001 721 551 380

※中学校で全学年２学級とすると全校約２０６人

シミュレーション１（２０２０年に１．８０　２０３０年に２．０７にまで上昇）

２０１０年 ２０２５年 ２０４０年 ２０６０年
（平成２２） （平成３７） （平成５２） （平成７２）

渡小 300 255 246 204
外江小 315 268 258 214
境小 345 293 283 235
上道小 249 212 204 169
余子小 275 234 226 187
中浜小 381 324 312 259
誠道小 102 87 84 69

合計 1967 1672 1613 1338
第一中 333 283 273 226
第二中 353 300 289 240
第三中 315 268 258 214

合計 1001 851 821 681

シミュレーション２（社会減：０）

２０１０年 ２０２５年 ２０４０年 ２０６０年
（平成２２） （平成３７） （平成５２） （平成７２）

渡小 300 228 195 159
外江小 315 239 205 167
境小 345 262 224 183
上道小 249 189 162 132
余子小 275 209 179 146
中浜小 381 290 248 202
誠道小 102 78 66 54

合計 1967 1495 1279 1043
第一中 333 253 216 176
第二中 353 268 229 187
第三中 315 239 205 167

合計 1001 761 651 531

※小学校で全学年１学級とすると、全校約２００人

３．年少人口（０～１４歳）の推計減少率による、小中学校の推移予想（大まかな目安）

パターン１（合計特殊出生率：１．５５）

全校１２０人は 

１クラス約２０人 

約４５年後には、 

中学校もすべて 

１学年２学級に 

なる 

約２５年後には、 

ほとんどの小

学校が１学年１

学級になる 

約２５年後ま

ではほとんど

の小学校で１

学年２学級を

維持できる 


